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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 1,052 0.8 40 32.7 48 △46.8 26 △56.0

2022年３月期第１四半期 1,043 ― 30 ― 91 ― 60 ―
(注)包括利益 2023年３月期第１四半期 26百万円(△56.0％) 2022年３月期第１四半期 60百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 4.97 4.86

2022年３月期第１四半期 11.35 11.03
　

(注) 2022年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、2022年３月期第１四半期
の対前年同四半期増減率については記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 2,816 1,273 45.2

2022年３月期 2,829 1,245 44.0
(参考) 自己資本 2023年３月期第１四半期 1,273百万円 2022年３月期 1,245百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年３月期 ―

2023年３月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,421 6.1 315 102.4 313 8.2 203 9.4 37.88
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期１Ｑ 5,427,771株 2022年３月期 5,427,771株

② 期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 51,667株 2022年３月期 51,667株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 5,376,104株 2022年３月期１Ｑ 5,353,465株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっ
ての注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大による影響が長期化する中、

ワクチン接種の進展等に伴い各種の制限措置は段階的に緩和される等、社会経済活動の正常化に向けた動きが見

られました。しかしながら、新たな変異株であるオミクロン株による感染再拡大や資源・エネルギー価格の高騰

によるインフレ等の懸念により、依然として景気の先行きは不透明な状況となっております。また、世界経済に

おいても、欧米諸国を中心に各種経済政策等による景気の回復傾向が見られておりますが、世界的なインフレ率

の上昇やウクライナ情勢等の景気下振れリスクも多く、予断を許さない状況が続いております。

当社グループの事業に関わる高齢社会に関連する市場におきましては、高齢者は感染すると特に重症化しやす

いとされており、外出自粛等による利用者のサービスの利用控えの影響が見られております。比較的感染力が強

く重症化リスクは小さいとされている変異株の感染拡大が急速に進む中、他の世代も含めたワクチン接種の進展

や新しい生活様式の浸透等により、その影響は、当第１四半期連結累計期間末時点において発生当初と比較する

と小さくなってきておりますが、当該感染症の影響が見られる前の水準には回復しておらず、長期化も懸念され

ます。しかしながら、新型コロナウイルス感染症による健康二次被害を防ぐ対策が求められており、中長期的に

は今後も高齢化率の上昇基調は変わらないことから、引き続きヘルスケアサービスの需要は高まっていくものと

予想されます。

また、介護報酬の改定は３年毎に実施されており、2021年度においても介護保険制度を将来にわたり安定的に

持続させるための改定が行われております。加えて、介護業界では人材不足が深刻化してきており、人財の確保

が重要な経営課題として認識されております。2022年２月にはその一つの対応策として、介護職員の賃金改善に

充てるための「介護職員処遇改善支援補助金」制度がスタートし、同年10月以降は臨時の介護報酬改定により同

様の措置が講じられる予定です。

このような環境のもと、当社グループは引き続き、顧客や従業員、その他関係者等の安全確保、感染防止を最

優先に取組み、事業活動を継続することに加えて、コストコントロールを積極的に実施することで利益の確保に

努めてまいりました。また、アフターコロナを見据えて「中期ビジョン2025～健康寿命延伸社会の実現に向けて

～」を策定し、持続的な成長と中期的な企業価値向上に向けた取組みを推進しております。

なお、当第１四半期連結累計期間においては、これまで新型コロナウイルス感染症対策として活用していた雇

用調整助成金等の計上がほぼないため、前年同四半期と比べ営業外収益は大きく減少しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,052,270千円（前年同四半期比0.8％増）、営業利

益は40,938千円（前年同四半期比32.7％増）、経常利益は48,707千円（前年同四半期比46.8％減）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は26,731千円（前年同四半期比56.0％減）となりました。

セグメント別の経営成績は、以下のとおりです。

(ヘルスケアソリューション事業)

レコードブック事業におきましては、当第１四半期連結累計期間において短時間リハビリ型通所介護サービス

(デイサービス)「レコードブック」のフランチャイズが４ヵ所増加しております。その結果、直営店が31ヵ所、

フランチャイズが163ヵ所となりました。

そのほか、名古屋鉄道株式会社との合弁会社である株式会社名鉄ライフサポートが愛知県を中心に展開する

「名鉄レコードブック」は、当第１四半期連結会計期間末において21ヵ所となっております。

これにより、「レコードブック・ブランド」の店舗が合計で215店舗(前年同四半期末は206店舗)となりまし

た。

これらのフランチャイズの店舗数増加に加え、長引く感染症の影響を背景として、健康二次被害を予防するた

めの対策が求められる等、高齢者の運動習慣の重要性への理解が浸透してきていることから、レコードブックの

既存店舗においては、稼働率についても概ね回復基調で推移したため収入は前年同四半期と比べ増加しました。

一方で、当第１四半期連結累計期間におけるフランチャイズの新規出店に伴う加盟金等による収入は前年同四半

期と比べ減少しました。

この結果、レコードブック事業全体では売上高及び営業利益は前年同四半期と比べてやや増加いたしました。

Ｗｅｂソリューション事業におきましては、当連結会計年度よりメディカルソリューションの分野で営業活動

を強化しており、当第１四半期連結会計期間においても複数案件の新規受注を獲得することができました。
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ケアサプライ事業におきましては、前連結会計年度まで当社で行ってきた同事業は、当連結会計年度の期首の

分社化に伴い連結子会社の株式会社カンケイ舎が承継しており、同じく連結子会社の株式会社フルケアとともに、

グループ間で一層ノウハウの共有等を進めてまいります。

これらの結果、売上高は729,075千円（前年同四半期比1.1％増）、営業利益は89,540千円（前年同四半期比

13.1％増）となりました。

(在宅サービス事業)

在宅サービス事業におきましては、当連結会計年度の期首に同事業等の会社分割を実施し、連結子会社の株式

会社カンケイ舎において事業を進めております。

当第１四半期連結累計期間においては、前連結会計年度末にかけて感染拡大したオミクロン株による利用者数

の落ち込みの影響が残っていることに加え、分社化に伴い、更なる成長を目指し事業の特性に合わせた独自施策

等を推進しているため、費用がやや増加しております。

この結果、売上高は323,195千円（前年同四半期比0.1％増）、営業利益は83,089千円（前年同四半期比17.2％

減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,985,426千円となり、前連結会計年度末に比べ34,406千円増

加いたしました。その主な要因は、現金及び預金が12,067千円、受取手形及び売掛金が33,332千円増加したこと

によるものです。

固定資産は830,939千円となり、前連結会計年度末に比べ47,347千円減少いたしました。その主な要因は、有形

固定資産が44,072千円減少したことによるものです。

この結果、当第１四半期連結会計期間末における資産合計は2,816,366千円となり、前連結会計年度末に比べ

12,941千円減少しました。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,108,062千円となり、前連結会計年度末に比べ12,433千円減

少いたしました。その主な要因は、短期借入金が100,000千円減少した一方で、預り金が62,609千円増加したこと

によるものです。

固定負債は435,125千円となり、前連結会計年度末に比べ28,388千円減少いたしました。その主な要因は、長期

借入金が26,991千円減少したことによるものです。

この結果、当第１四半期連結会計期間末における負債合計は1,543,187千円となり、前連結会計年度末に比べ

40,821千円減少しました。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産は1,273,178千円となり、前連結会計年度末に比べ27,880千円増加

いたしました。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益を26,731千円計上したことによるもので

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2022年５月13日付「2022年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予

想を変更しておりません。今後も新型コロナウイルス感染症の影響を注視し、業績予想の修正が必要となった場合

には、速やかにお知らせいたします。業績予想値は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績等は様々な要因により異なる可能性があります。

なお、2022年５月13日付「2022年３月期 決算短信」で公表いたしました通期連結業績予想の算出の前提となっ

ている条件は、以下の通り記載しております。
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翌連結会計年度の経営環境につきましては、感染症対策と社会経済活動の両立を図り、感染症拡大前の水準を

取り戻すことが期待される中、感染症の問題が収束の気配を見せないことに加え、国際情勢不安や金融資本市場

の動向等の景気下振れリスクが混在し、先行きは不透明な状況が継続することが考えられます。

当社グループの事業に関わる高齢社会に関連する市場は、この感染症の問題が収束するまでの間、外出自粛に

よるサービスの利用控え等の影響が一定程度想定されるものの、長引く感染症の影響を背景として、健康二次被

害を予防するための対策も求められてきております。加えて、中長期的には今後も高齢化率の上昇基調は変わら

ないことから、引き続きヘルスケアサービスの需要は高まっていくものと予想されます。

このような環境のもと、当社グループでは感染拡大防止を最優先に取組みつつも、アフターコロナを見据えて、

昨年中に「中期ビジョン2025」や「事業計画及び成長可能性に関する事項」を公表いたしました。今後は、持続

的な成長と企業価値の更なる向上を目指し、同計画で示したビジョンや経営目標の達成に向けた取組みを加速さ

せてまいります。

現時点において、全国で緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が発出されている地域はないものの、新型コロ

ナウイルス感染症の収束時期やその影響の程度を正確に予測することは難しい状況にあります。しかしながら、

その感染状況が当連結会計年度におけるレコードブック事業や在宅サービス事業の利用者数等の増減に与えた影

響は、前期と比較すると小さくなってきたことから、翌連結会計年度の業績予想につきましては、新型コロナウ

イルス感染拡大の波を考慮せず、利用者数等はこの影響を受けない前提のもとに算出しております。

（ヘルスケアソリューション事業）

レコードブック事業では、翌連結会計年度においても、当連結会計年度より強化してきたフランチャイズ既

存加盟店の増店に注力することで、新規出店のペースを再加速させてまいります。また、直営店を含めた既存

店舗につきましては、オミクロン株の感染拡大の影響により利用控えをされていた方の再開を促し、早期に利

用者数を第６波以前の水準まで回復させるとともに、直営店とフランチャイズで分かれていた組織運営体制を

見直すことで、さらなる成長を目指してまいります。

Ｗｅｂソリューション事業では、翌連結会計年度において感染拡大前の営業活動体制に戻すとともに、メデ

ィカルソリューションの分野でも新規案件獲得を目指した体制の強化に取り組んでまいります。また、仕事と

介護の両立支援においては、引き続き政府の介護離職ゼロに向けた取り組みを受けて、大型案件を含む受注拡

大を目指す計画です。

ケアサプライ事業では、2022年４月に当社から分社化した株式会社カンケイ舎及び、当連結会計年度より新

たに連結している株式会社フルケアにて事業を進めてまいります。

（在宅サービス事業）

在宅サービス事業では、持続的な成長と収益性の向上に向けた取組み加速させるため、同事業の会社分割を

2022年４月に実施し、翌連結会計年度は新設した子会社の株式会社カンケイ舎において事業を進めてまいりま

す。翌連結会計年度においては、オミクロン株の感染拡大の影響による利用者数の落ち込みからの緩やかな回

復を見込んでおります。加えて、分社化に伴い事業の特性に合わせた組織・人事制度の導入等の独自の施策を

実施することで、当社グループの経営基盤を支えるとともに更なる成長を目指してまいります。

なお、翌連結会計年度においては、新型コロナウイルス感染症対策としてこれまで活用していた経費助成等の

助成金収入はほぼ見込んでおりません。

以上により、2023年３月期の連結業績見通しにつきましては、売上高4,421百万円（前期比6.1％増）、営業利

益315百万円（前期比102.4％増）、経常利益313百万円（前期比8.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益203

百万円（前期比9.4％増）を見込んでおります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,130,550 1,142,617

受取手形及び売掛金 718,154 751,486

貯蔵品 15,611 15,721

その他 93,002 85,043

貸倒引当金 △6,299 △9,442

流動資産合計 1,951,020 1,985,426

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 306,914 265,396

その他（純額） 33,386 30,831

有形固定資産合計 340,300 296,228

無形固定資産

のれん 200,945 195,766

その他 39,473 36,216

無形固定資産合計 240,418 231,983

投資その他の資産

差入保証金 179,308 178,031

繰延税金資産 80,951 90,327

その他 38,970 36,031

貸倒引当金 △1,663 △1,663

投資その他の資産合計 297,566 302,727

固定資産合計 878,286 830,939

資産合計 2,829,307 2,816,366

負債の部

流動負債

買掛金 70,058 70,206

短期借入金 300,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 107,964 107,964

未払法人税等 23,708 26,644

預り金 366,907 429,517

賞与引当金 48,790 25,776

その他 203,068 247,953

流動負債合計 1,120,496 1,108,062

固定負債

長期借入金 343,782 316,791

資産除去債務 48,898 49,010

その他 70,832 69,323

固定負債合計 463,513 435,125

負債合計 1,584,009 1,543,187
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 252,302 252,302

資本剰余金 237,302 237,302

利益剰余金 798,308 826,188

自己株式 △42,615 △42,615

株主資本合計 1,245,297 1,273,178

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 ― ―

その他の包括利益累計額合計 ― ―

純資産合計 1,245,297 1,273,178

負債純資産合計 2,829,307 2,816,366
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 1,043,770 1,052,270

売上原価 672,884 669,607

売上総利益 370,886 382,663

販売費及び一般管理費 340,042 341,725

営業利益 30,843 40,938

営業外収益

事業譲渡益 8,514 930

助成金収入 ※ 55,502 ※ 9,666

その他 686 2,345

営業外収益合計 64,703 12,942

営業外費用

支払利息 3,699 3,927

事業譲受関連費用 ― 1,244

その他 367 1

営業外費用合計 4,067 5,173

経常利益 91,479 48,707

特別損失

減損損失 ― 7,314

特別損失合計 ― 7,314

税金等調整前四半期純利益 91,479 41,393

法人税等 30,705 14,662

四半期純利益 60,773 26,731

親会社株主に帰属する四半期純利益 60,773 26,731

　



株式会社インターネットインフィニティー(6545) 2023年３月期 第１四半期決算短信

- 8 -

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 60,773 26,731

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 ― ―

その他の包括利益合計 ― ―

四半期包括利益 60,773 26,731

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 60,773 26,731
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り及び当該見積に用いた仮定については、前連結会計年

度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した内容から重要な変更はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

※ 助成金収入

　前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年６月30日）

主に、新型コロナウイルス感染症拡大の特例措置適用を受けた雇用調整助成金、新型コロナウイルス感染症

緊急包括支援事業（介護分）による助成金等を国及び地方自治体から収受し、当該助成金の支給決定額を営業

外収益に計上したものです。

　当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年６月30日）

主に、介護事業所のデジタル機器導入促進支援事業に係る補助金及び介護職員処遇改善支援補助金を営業外

収益に計上したものです。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ヘルスケアソリ
ューション事業

在宅サービス
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 720,981 322,789 1,043,770 ― 1,043,770

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 720,981 322,789 1,043,770 ― 1,043,770

セグメント利益 79,191 100,302 179,493 △148,650 30,843

(注) １．セグメント利益の「調整額」△148,650千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

ヘルスケアソリューション事業において、当第１四半期連結会計期間に株式会社フルケアの全株式を取得したこ

とにより、のれんが発生しております。当該事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては

201,713千円であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２ヘルスケアソリ
ューション事業

在宅サービス
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 729,075 323,195 1,052,270 ― 1,052,270

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 729,075 323,195 1,052,270 ― 1,052,270

セグメント利益 89,540 83,089 172,629 △131,691 40,938

(注) １．セグメント利益の「調整額」△131,691千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

ヘルスケアソリューション事業において、当第１四半期連結会計期間に固定資産の減損損失を計上しておりま

す。当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては7,314千円であります。

　


